
 ホームページをご覧ください。 

本リーフレット及び報告書（詳しいデータを含む）

を掲載しています。 
  http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/ 
  cyosa/jigyo/cyosa-h22.htm 

  平成22年度 栃木の子どもの 

規範意識調査（小・中・高）から 

 栃木県総合教育センターでは、栃木の子どもの規範意識の現状を把握し、望ましい

指導の在り方を明らかにすることを目的に、平成22年６月、県内の小学校４年生から

高校３年生までの児童生徒約3400人を抽出し、調査を実施しました。 

 本年度は、宇都宮大学の協力を得ながら、平成17年度に行った調査との比較や、規

範意識と問題行動との関係等について分析を行いました。 

次のページから、 

 詳しく説明します。 

  本リーフレットには、調査結果の概要を、「３つの大切なこと」として、

まとめました。ぜひ、学校での指導にお役立てください。 

 また、最終ページには、保護者向けの資料としても利用できるように、

家庭での取組についてまとめました。併せてご活用ください。 

栃木の子どもの規範意識は向上しました。 

いじめの防止には、 

  人と人との信頼関係を築くことが大切です。 

Ⅱ 

Ⅰ 

規範意識の醸成には、 

   「集団や友達を介した指導」が有効です。 

Ⅲ 

栃木県総合教育センター           平成２３年３月 

問合せ先 
    栃木県総合教育センター 研究調査部 
     電話：０２８（６６５）７２０４    Ｆａｘ：０２８（６６５）７３０３ 
      Ｅｍａｉｌ：kenkyu-c@tochigi-edu.ed.jp 

本リーフレットで伝えたい本リーフレットで伝えたい３３つの大切なことつの大切なこと 
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ⅡⅡ  規範意識の醸成を目指して規範意識の醸成を目指して  

 左のグラフは、前回調査と比

較して、意識の変化に特徴が

あった項目を並べたものです。 

 全体として、規範意識が向上

しており、特に中２において顕

著でした。 

 項目別では、「自転車」や

「茶髪や化粧」に関する意識

が、中･高生で共に大きく向上

しました。 

 一方、小５の「公共の場での

携帯使用」に関する意識だけが

下がりました。 

ⅠⅠ  栃木の子どもの規範意識の状況栃木の子どもの規範意識の状況  
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 下の図は、「仲間規範」と「先生規範」が「問題行動経験」に及ぼす影響の大きさを、データに基づき模

式的に表したものです。「問題行動経験」を抑制するには、本人の心の中の「仲間規範」が大きく影響して

いることから、「仲間規範」を高める指導の充実が求められます。 

Ⅱ-１ 規範意識の醸成に有効な「指導のアプローチ」   

 ◎「先生や大人主導の指導」とともに、「集団や友達を介した指導※」を充実させる

ことが大切です。 ※栃木県教育委員会が推進している「学業指導」に通じるものです。 

 ◎中学生には、特に「集団や友達を介した指導」が有効です。 

◎栃木の子どもの規範意識は、５年前に比べて向上しました。       

 本調査では、子どもの規範意識を「仲間

規範」と「先生規範」の２面から、とらえ

ました。（図２参照） 

「仲間規範」・・・わたしの心の中で、友達や仲間と共有 

されている規範意識 ≒ 友達からの影響 

「先生規範」・・・わたしの心の中で、先生や大人からの 

指導により浸透している規範意識 ≒ 先生からの影響  

図１ H17とH22の規範意識調査の結果比較（問題行動を否定する程度の平均） 
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H17年度調査とH22年度調査の比較結果（抜粋） 
質問１：小学生、中学生、高校生が、次のようなことをすることをあなたはどう思いますか？ 

図２ わたしの心の中の規範意識 

規範意識 

先生規範 仲間規範 
共有共有  

 

問題行動経験  

飲酒？喫煙？○○？ 

「先生は、○○することを 
どう思う、と思いますか？」 

 

質問のしかた 

「友達は、○○
することをどう
思う、と思いま
すか？」  「あなたは、○○をこの 

一年間にしましたか？」 

平成22年度栃木の子どもの規範意識調査（小・中・高）リーフレット 

図３ 「規範意識」が「問題行動経験」に与える影響 
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 中学生には   

◎自分たちの生活について、じっくり考えさせる機会をつくる 

◎大切なことは厳しく指導する （叱る） 

◎誰にでも自分からあいさつができるように、指導し、見守る 

 高校生には   

◎授業中に、周囲と協力して学習する時間を作る 

◎子どもの前で、大人（学校や先生、家族）のことを否定しない 

◎地域行事への参加を通して、社会とのつながりを実感できるようにする 

◎安心して学習できる教室環境を整える。 
 例：・教室内の整理整頓  ・掲示物の破れや破損箇所がない  ・秩序の維持 

◎教職員同士の同僚性を高める。 
 例：・指導体制の確立  ・教職員間の連携や協力 

◎家庭学習の自主的な取組を促す。 
 例：・家庭学習の習慣化   ・課題の工夫 

きっかけは学校から！ 

 発達の段階における指導や体験によって培われたものが、次の段階の基盤になっている

と考えられます。所属する学校種以外の結果にも注目することで、子どもの状況を確認し

たり、指導の見通しをもったりすることができます。 

 発達の段階に応じて大切なこと  

 小学生には    

◎家庭学習、ゲーム・テレビ、就寝時刻などの時間を守らせる   

◎多様な他者と継続して関われる機会を設ける 

◎意見が合わないときでも、子どもの話をじっくり聞く  

 規範意識が高く問題行動経験が少ない子どもの回答から、「具体的な指導の手がかり」を求めました。

分析結果から、発達の段階に関わらず、学校が果たす役割が重要であることが明らかになりました。 

また、発達の段階に応じて、家庭や地域社会の役割が大切であることもわかりました。 

Ⅱ-２ 規範意識の醸成に有効な「具体的な指導の手がかり」  

 発達の段階に関わらず大切なこと 

Page4 に分析方法 

を示しました。 

   栃木の子どもたちの規範意識が向上したのは、多くの先生方が、これらのことに

取り組まれてきた成果であると考えられます。今後も、子どもたちのよりよい成長

のために大切だと思われることを、自信をもって指導していきましょう。 
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表１ 「具体的な指導の手がかり」 と 「Ａ型」「Ｄ型」になる倍率 （抜粋） 

小学生 中学生 高校生 

Ａ型 Ｄ型 Ａ型 Ｄ型 Ａ型 Ｄ型 

わたしのクラスでは、教室の床にゴミが落ちていない  0.61倍 1.33倍 0.77倍 1.39倍 0.78倍 

わたしの学校は、先生同士が協力している    1.26倍  1.35倍 0.84倍 

わたしは、家庭学習を言われなくても自分からする 1.25倍   0.63倍  0.72倍 

 「A型」「D型」になる原因（＝「具体的な指導の手がかり」）   

わたしは、時間を守れる 1.44倍      

わたしの住んでいる地域の大人は、知らない子どもにも、注意してくれる      0.84倍 

先生は、大切なことを守らないときは厳しくしかってくれる（指導してくれる）   1.27倍 0.63倍   

※２ 規範意識の醸成につながる「具体的な指導の手がかり」を求めるために、総合教育センターが作成した質問項目 

※１ 大久保智生・加藤弘通による『問題行動の経験と規範意識による生徒の類型化とその特徴』（2008）を参考に作成 

図４ 栃木の子どもの現状 （規範意識と問題行動経験） 
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合計 
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約20％ 

Ａ 型Ａ 型  Ｂ 型 

Ｃ 型 Ｄ 型Ｄ 型  

 規範意識が高い 

のに？ 
「望ましい」子ども「望ましい」子ども  

② 次に、「子どもの環境に関する質問31項目※２」について、子どもの回答を調べたところ、「Ａ型」 

 と「Ｄ型」には、特徴的な傾向がみられました。その傾向を分析した結果、「規範意識を高め、問題行 

 動を減らす」ための「Ⅱ-2 具体的な指導の手がかり（Page 3）」が得られました。（参考資料 参照） 

参考資料  分析には、統計的分析手法（ロジスティック重回帰分析）を用いて、「Ａ型」や「Ｄ型」  

になる倍率（リスク確率）を求めました。表１中の質問項目が、「規範意識を高め問題行動

を減らす指導」につながる「具体的な指導の手がかり」となります。 

① 栃木の子どもたちを「規範意識の高さ」と「問題行動経験の頻度」との関係に着目して、４つのグ

ループ※１に分類しました。その結果、約55％の子どもが、規範意識が高く問題行動経験が少ない「Ａ

型」でした。約45％の子どもが、指導が必要な「Ｂ型」、「Ｃ型」、「D型」でした。 

  このことは、「規範意識を高め、問題行動を減らす指導」が必要であることを示しています。 

   規範意識の醸成に有効な「具体的な指導の手がかり」を求めて 

参考：表中の項目は、「子どもの環境に関する31項目」の中で、有意となったものから抜粋、順不同 

発達の段階に

共通する項目 
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問題行動 多 

合計 
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規範意識 高 
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いじめ容認態度：「いじめは必ずしも悪いもの

ではない」など、いじめを認める考え方や態度 

 本調査では、栃木の子ども

の「いじめ容認態度」と「い

じめ加担経験」についても調

べました。（図5-1､2 参照） 

 これらと子どもの規範意識

との関係について分析するこ

とにより、「いじめを防ぐ指

導の在り方」を求めました。 

 
 

賛成（いじめを容認）5 

やや賛成      4 

どちらともいえない 3 

やや反対      2 

反対（いじめを否定）1 

図5-1 栃木の子どものいじめ容認態度 
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図5-2 栃木の子どものいじめ加担経験 
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 Ⅲ-１ いじめを認めない態度を育てるために（小・中・高で共通） 

「指導のアプローチ」（図６-１ 参照） 

◎ 発達の段階に関わらず、「集団や友達を介した指導」と 

ともに、「先生や大人主導の指導」が有効です。 

「指導のアプローチ」（図６-２ 参照）   

◎ 中学校では、「集団や友達を介した指導 」を充実させること 

ことで、「仲間規範」を高めることが大切です。 
   ※「先生規範」が「いじめ加担経験」に与える影響は小さい。 

◎ 小学校と高校では､「集団や友達を介した指導 」とともに、  

 「先生や大人主導の指導」が有効です。 

「具体的な指導の手がかり」（表４ 参照） 

◎ 人と人との信頼関係を築くことが大切です。（①より） 

◎ 教室環境を整える、時間を守らせるなど、行動に働きかける指導が大切です。（③より） 

 Ⅲ-２ いじめに加担しない児童生徒を育てるために  

表４ 「いじめを認めない態度」と「いじめに加担しない児童生徒」を育てる「指導の手がかり」  ○：発達の段階で有効なもの         

「具体的な指導の手がかり」と考えられる項目    
いじめを認めない いじめに加担しない 

小学小学 中学中学 高校高校 小学小学 中学中学 高校高校 

① 
 わたしは，あれこれアドバイスしてくれる人とつき合うのはめんどうだと思わない ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 わたしの学校は，先生同士が協力している ○ ○ ○  ○ ○ 

② 

 家の人は，「きまり」や「ルール」を守らなければならない理由を話す ○ ○ ○    
 先生は，大切なことを守らないときは厳しくしかってくれる（指導してくれる） ○  ○    
 先生は，「きまり」や「ルール」を守らなければならない理由を話してくれる  ○     
 わたしは，家庭学習を言われなくても自分からする    ○ ○ ○ 
 わたしのクラスでは，教室の床にゴミが落ちていない    ○ ○  
 わたしは，時間を守れる    ○  ○ 

        参考：表中の項目は、「子どもの環境に関する31項目」の中で、有意となったもののみを抽出、順不同            

③ 

ⅢⅢ  いじめを防ぐための指導の在り方いじめを防ぐための指導の在り方  

「具体的な指導の手がかり」（表４ 参照） 

◎ 人と人との信頼関係を築くことが大切です。（①より）  

◎ 理由を話し、できないときは指導することが大切です。（②より）  
図６-１ 「いじめ容認態度」への影響 

（小学生、中学生、高校生 ほぼ同じ） 
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図６-２ 「いじめ加担経験」への影響 

（中学生） 

平成22年度栃木の子どもの規範意識調査（小・中・高）リーフレット 



   多くの家庭で、次のような取組がなされてきた成果であると考えられます。 

平成23年３月 

子どもの「規範意識」は、H17調査と比較して向上しました！  

平成22年度栃木の子どもの規範意識調査（小・中・高）リーフレット 

規範意識を醸成するために  規範意識を醸成するために  家庭生活で大切なこと家庭生活で大切なこと                栃木県総合教育センター 

   小・中・高校生に共通して家庭で取り組まれていること  

   ◎家庭学習に自主的に取り組めるよう見守り、支援しています。 
  

  

 小学生の家庭では   ・・小学生の回答より・・ 

◎時間を守るよう、家族が協力しています。 
  ＊家庭学習やゲーム・テレビの時間を決めるなど、時間を守り、生活のリズムを整えさせる。 

◎いろいろな人との継続した関わりをもつようにしています。 
  ＊隣近所や地域の人と日常的にふれあう。 

  ＊家族以外の人にもあいさつをしたり、感謝の気持ちを言葉に表したりする。 

◎子どもの話を聴く姿勢を示し、じっくりと話を聴いています。 
  ＊食卓の時間を利用するなど、子どもがきちんと話せるように聴き方を工夫する。 

  ＊家族で夢を語りあったり、親が自分の経験などを話して聞かせたりする。 

 中学生の家庭では   ・・中学生の回答より・・ 

◎誰にでも、自分から進んであいさつができるようにしています。 
  ＊家族以外の人にも、大人が進んであいさつをする。 

◎大切なことは見逃さず、厳しく指導しています。 
  ＊「だめなものはだめ」と叱（しか）るなど、毅然（きぜん）と指導する。 

  ＊「我が家のルール」を、家族で話し合って決め、家族みんなで守る。 

 高校生の家庭では   ・・高校生の回答より・・ 

◎地域、社会とのつながりを大切にしています。 
  ＊家族で様々な行事に参加するなど、地域の人や社会とのつながりを意識する。 

◎学校や先生、地域の大人を子どもの前でほめています。 
  

★コラム・・・「家族が、学校や先生のことをほめる」こと・・・・・調査結果から 

 成果を上げているある部活動では、監督と部員の家族が相互に、「子どもの前

では、監督や親の批判を絶対にしない。疑問や質問は、直接当人同士で話し合

う」という約束を交わしているそうです。家族や先生が、子どもの前でそれぞれ

の取組を「ほめる」ことで、子どもは「大人を信じ、大人は頼りになる」と感じ

るようになります。このことが、子どものよりよい成長につながります。 

積
み
重
ね
が
大
切

積
み
重
ね
が
大
切  

 ＊「勉強しなさい！」という言葉かけだけでは、効果は期待できません。なぜ学習が

大切なのか「理由を話す」、学習の様子を「見守り」、わからない問題は一緒に考え

たり調べたりするなど「具体的に支援する」ことが大切です。 

  小学生の頃からの家庭での取組の成果が、高校生の回答に表われています。規範意識の醸成には、小学生の頃からの家庭での取組の成果が、高校生の回答に表われています。規範意識の醸成には、

指導の積み重ねが大切です。指導の積み重ねが大切です。  

 規範意識は、ルールやマナーに対する周囲（友達や仲間、先生や大人など）の行動や考え方の影響を受け、他者との関係

の中で形成されていきます。発達につれて、友達からの影響が大きくなりますが、大人からの働きかけもとても重要です。 
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